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マスコミ関係各位                                               2015年3月9日 

 

 

明治学院大学国際平和研究所は、領土問題がクローズアップされるなか、韓国、中国、ロシア、日本から専門家を

お迎えし、シンポジウムを開催します。 

国際法や近現代の地域の歴史、メディアによる報道のあり方など、さまざまな側面が、この問題に影響を与えてい

ます。多様な視点からこの問題にせまり、どのような解決の道があり得るのか、共に考える機会にしたいと思います。 

ぜひ事前告知ならびに取材をご検討ください。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

■日  時： 3月13日(金）11：00～17：00（開場10：30） ※無料・事前申し込み不要 

■会  場： 明治学院大学白金キャンパス  本館 10階大会議場 （港区白金台1-2-37） 

■プログラム： 

11：00- 開会の辞 高原孝生 （明治学院大学国際平和研究所長） 

11：10-12：10 ｢領土問題と国際法：中国の場合｣ 

         報告：孫占坤（明治学院大学国際平和研究所員） 

（12：10-13：30 ランチ・タイム） 

13：30-15：00 ｢領土問題と世論・ナショナリズム｣  

         報告1：｢竹島/独島問題と世論･メディア｣ 李俊揆（韓国・北韓大学院大学）   

         報告2：｢領土問題と報道･世論｣ 三浦俊章（朝日新聞）  

（15：00-コーヒー・ブレイク） 

15：20-16：50 ｢領土問題・戦略・ビジョン｣ 

             報告1：｢領土問題と中国外交｣ Zhao Quansheng（アメリカ合衆国・アメリカン大学教授）                                                                         

             報告 2：｢ロシア外交と北方領土問題｣ Alexander Nikitin（ロシア・モスクワ国際関係大学）     

16：50-17：00 総括・閉会の辞 高原孝生 

■使用言語：日本語・英語（同時通訳があります。） 

■参加費：無料 

■事前申し込み：不要 

■問い合わせ先： 明治学院大学国際平和研究所(PRIME)  TEL：03-5421-5652  E-mail：prime@prime.meijigakuin.ac.jp 

 

取材のお問い合わせは…明治学院大学 総合企画室（広報）   担当：渡辺、宮城 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37   Tel：03-5421-5165（直通）  Fax：03-5421-5185 

   koho@mguad.meijigakuin.ac.jp    http://www.meijigakuin.ac.jp 

PR-NO 1510031009 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 


